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代表的な核融合である,次のように表されるDT反応について以下の問いに答えよ．
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1 T → 4
2He + n +Q (1)

1. 2
1D,

3
1T,

4
2He, nとは何か説明せよ．

2. Qとは何か説明せよ．

3. 2
1D,

3
1T,

4
2He, nの質量はそれぞれ次のように与えられる。

M(21D) = 2.01410 amu, M(31T) = 3.01605 amu, M(41He) = 4.00260 amu,

M(n) = 1.00867 amu.

ここで，Qの値を計算せよ．cは真空中の光速で，1amu = 931.49432 MeV/c2である．

（解答例）

1. 2
1Dは重陽子または重水素の原子核である．

3
1Tは三重陽子または三重水素の原子核で

ある．4
2Heはヘリウム４の原子核である．nは中性子である．

2. Qとは反応熱または反応のQ値であり，核反応の前後における結合エネルギーの差
である．

3. 題意より

Q ≡ [M(21D) +M(31T)]c
2 − [M(42He) +M(n)]c2

= [2.01410 + 3.01605] amu× c2 − [4.00260 + 1.00867] amu× c2

= 0.01888 amu× c2

≈ 17.6 MeV. (2)
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